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風 の 萌
かぜのきざし 2013　DECEMBER

安心して子育てができ　老いても障がいがあっても　自分らしく暮らすことができる　コミュニティーの創造

特定非営利活動法人（NPO）
在宅ケアを支える診療所・
市民全国ネットワーク機関紙

第 024 号
2013 年 12 月 15 日

　

去
る
９
月
22
日
（
日
）23
日

（
祝
・
月
） 

第
19
回 

全
国
の
集
い

in
新
潟
２
０
１
３
が
大
盛
況
の
う

ち
に 

閉
幕
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
本
当
に
沢
山
の
方
々
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
２
日
間
で

１
８
６
８
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　
大
会
事
務
局
と
し
て
事
務
局
冥

利
に
尽
き
る
の
一
言
で
す
。
大
会

前
日
ま
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど

の
不
安
と
期
待
が
あ
り
事
務
局
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
全
員
眠
れ
な
い
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。
黒
岩
大
会
長

の
地
元
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や
り
遂

げ
た
後
の
達
成
感
は
、
感
無
量
で

し
た
。

　
ま
た
、
大
会
運
営
に
関
し
て
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
を
は
じ

め
新
潟
市
関
係
者
や
地
元
新
潟
の

実
行
委
員
、
応
援
ス
タ
ッ
フ
、
企

業
展
示
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

専
門
職
団
体
か
ら
の
後
援
な
ど

様
々
な
形
で
応
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
感
謝
し
き
れ
ま
せ

ん
。
１
０
０
人
近
い
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
方
々
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
大
会
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
で
し
た
。
組
織
を
超
え
、

職
種
を
超
え
一
人
の
人
間
と
し

て
心
か
ら
応
援
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 　

　
大
会
終
了
後
も
事
務
局
へ
の
慰

労
メ
ー
ル
が
毎
日
の
よ
う
に
届
い

て
い
ま
す
。
改
め
て
沢
山
の
方
々

か
ら
の
支
え
が
成
功
に
導
く
原
動

力
に
な
っ
た
と
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
20
周
年
記
念
大
会
岡
山

大
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
っ
て
。

黒岩大会長
会場の新潟市朱鷺メッセコンベ
ンションセンター左から、小山、吉嶺、斎藤、上村副会長

黒岩大会長、本当にご苦労様でした！
　去る９月 22日、23日両日に行われた『全国の集い in 新潟 2013』（会場：朱鷺メッセ）は成功裏に閉
会いたしました。参加者数は1,868名（県内1,311名、県外557名　いずれも実行委員会からの報告より）
になり、地方都市での開催としては特筆すべき規模となりました。これも黒岩大会長をはじめとした新潟
大会実行委員会の皆様の周到な準備・努力と当日のスタッフ延 280名のチームワークが確実に結果を出
したものと言えます。本当にご苦労様でした。

全国在宅ネット回新潟の集い in 新潟２０１３

　
　

  

余
韻
さ
め
や
ら
ぬ
新
潟
大
会  

大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

新
潟
大
会
事
務
局
長　

山
本 

満
智
子

全
国
在
宅
ネ
ッ
ト
回
新
潟
の
集
い 

in 

新
潟
２
０
１
３メ

ル
マ
ガ  

２
０
１
３
年
10
月
号
よ
り
転
載
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大会全てのセッションへ参加された方のおおよその人数です。どの会場もほぼ満席（一部立ち見）の状態でした。

会場
時間

２階 ３階 ３階 ４階
メインホール 201A 201B 203+204 301A 301B 302A 302B 303+304 305 306+307 国際会議室

8：30 受付
9：00 開会式

苛原実会長挨拶
黒岩卓夫大会長挨拶
新潟県知事挨拶（予定）
新潟市長挨拶（予定）9：30

10：00
黒岩大会長基調講演
司会：福田善晴（前大会長）

休憩【15分】
10：15 基調シンポジウム①

「地域包括ケアのあるむらまち」
〜新たな　むらまちおこしの立場から〜

大島　伸一
（独立行政法人　国立長寿医療研究センター総長）
鈴木　亨

（新潟市福祉部長）
小山　剛

（社会福祉法人 長岡福祉協会　高齢者総合ケアセン
ターこぶし園総合施設長）
 苛原　実

（NPO 法人在宅ケアを支える 診療所・市民全国ネッ
トワーク会長）
河田　珪子

（｢地域の茶の間」創設者　支えあいのしくみづくり
アドバイザー）
司会：黒岩　卓夫　（大会長）
　　　福田　善晴　（前大会長）

基調シンポジウム②
「地域包括ケアのあるむらまち」

〜社会保障と税の一体改革は何をもたらすのか〜
発言者
大橋　謙策

（日本社会事業大学大学院特任教授）
（公益財団テクノエイド協会理事長）
 唐澤　剛

（厚生労働省政策統括官（社会保障担当））
司会：青木 佳之　（青木内科小児科医院）
　　　中嶋 久矩　（医療法人啓友会）

12：00
休憩（20分）

（会場転換）

12：20 ランチョンセミナー 1
「認知症を理解し支えましょう」
座長：永井　博子

（押木内科神経内科医院副院長）
演者：等々力　務

（公益社団法人認知症の人と家族の会新潟県支部副
代表）
演者：成瀬　聡

（総合リハビリテーションセンター・みどり病院院長）

ランチョンセミナー 2
地域に於ける、玩具療
法の実践と効果
座長：高橋　真弓

（医療法人あすか副理事長）
演者：小林るつ子

（玩具福祉学会理事長）

ランチョンセミナー 3
慢性腎臓病における腎性
貧血管理の重要性
座長：成田　一衛

（新潟大学大学院医歯学総
合研究科第二内科教授）
演者：青栁　竜治
（立川メディカルセン
ター中越診療所所長）

ランチョンセミナー 4
「在宅・地域連携にお
けるICTの活用」

座長：小山　剛
（高齢者総合ケアセンターこ

ぶし園総合施設長）
吉田　健士

（スキルアップジャパン株
式会社事業戦略室長）

吉井　靖子
（高齢者総合ケアセンター

こぶし園看護・介護部長）

ランチョンセミナー 5
「統合ケア・共生ケアと
能力活用療法」
座長：黒岩　秩子

（社会福祉法人
桐鈴会理事長）

演者：多湖　光宗
（医療法人創健会・社会福祉法

人自立共生会理事長）

ランチョンセミナー 6
The Day Care Center Service 
Development of Community 
Care in Taiwan— A
Case Study of Recent Five-
Year Promoting Experience 
in Taiwan

座長：和田　忠志
（いらはら診療所

在宅医療部長）
演者：陳　柏宗
（国立成功大学

老年学会研究所教授）

ランチョンセミナー 7
KYOEIDO presents 〜“エ
ンド・オブ・ライフ・ケア”終末
期を生きるために
座長：斎藤千恵子

（元BSNアナウンサー、ケア
ステーションるぴなす）
演者：小野沢裕子

（フリーアナウンサー）
演者：斎藤　忠雄
（緩和ケア診療所・
斎藤内科クリニック）

ランチョンセミナー 8
在宅医療現場における
COPD患者の実態

座長：田辺　肇
（田辺医院院長）

講師：高瀨　義昌
（医療法人社団至高会

たかせクリニック理事長）

ランチョンセミナー 9
「最後の1人まで見すて
ない まちづくり」
−看護の視点から−

座長：辻　博司
（医療法人啓友会小規模多機能型居

宅介護ゆ〜らり管理者）
演者：黒田　裕子

（NPO阪神高齢者・障害者支
援ネットワーク理事長）

13：20 共催：エーザイ株式会社 共催：玩具福祉学会 共催：中外製薬株式会社

共催：スキルアップジャ
パン株式会社/高齢者総
合ケアセンターこぶし園

共催：医療法人創健会・社
会福祉法人自立共生会 共催：医療法人社団実幸会 共催：株式会社共栄堂

共催：日本ベーリンガー
インゲルハイム株式会社

共催：有限会社なかじまメ
ディカルサービス研究所

13：30

（会場転換）
実践交流会1-1 実践交流会1-2 実践交流会2

13：30〜 15：40
実践交流会4 実践交流会5 実践交流会6 実践交流会7 実践交流会8

13：30〜 15：20
実践交流会10 実践交流会11

ポスター発表&
テーブルディスカッション

3テーマとも13：30〜
緩和ケアと看取り 1 緩和ケアと看取り 2 口腔ケアと栄養管理 在宅生活の継続（住宅と独居） 多職種情報共有 訪問&通所サービス 認知症 小児と子育て支援 薬と生活 地域包括ケアシステム 多職種情報共有

【座長】
西嶋　公子

（医療法人社団
公朋会西嶋医院）
草間　昭夫
（草間医院）

【座長】
苛原　実

（いらはら診療所）
福田　喜一

（医療法人社団
潟東クリニック）

【座長】
大川　延也

（大川歯科医院）
安達　大子

（公益社団法人
新潟県栄養士会）

【座長】
石田　一美
（秋櫻醫院）
片野　文子

（新潟県ホームヘルパー
協議会）

【座長】
桑原　由次
（NPO法人

セカンドリーグ埼玉）
貝瀬　孝子

（医療法人社団萌気会通
所介護「ほのぼの」）

【座長】
岡崎　和佳子

（有限会社菜の花）
佐藤　宏之

（公益社団法人
新潟県薬剤師会）

【座長】
大澤　誠

（大井戸診療所）
阿部　葉子

（新潟県医療ソーシャル
ワーカー協会）

【座長】
阿武　義人

（医療法人社団青藍会あ
んの循環器内科）
坂西　美和子

（南魚沼市立指定管理者
医療法人社団萌気会浦佐

認定こども園）

【座長】
上野　憲夫

（公益社団法人
新潟県薬剤師会）
田沢　義人

（田沢内科医院）

【座長】
吉永　隆行

（株式会社キャナル・コン
ピューター・プリント）

松山　茂樹
（公益社団法人

新潟県社会福祉士会）

【座長】
多湖　光宗

（医療法人創健会・
社会福祉法人自立共生会）

本田　雅浩
（医療法人社団ほんだ
ファミリークリニック）

ワールド　ケア★カフェ
14：30〜 16：30

【問い】?

【ホスト】
上村　伯人

（医療法人社団上村医院）
金井　秀樹

（うおぬま調剤グループ代表）

訪問&通所サービス1

休憩（20分） 休憩（20分） 【座長】
藤村　淳子

（医療法人あいち診療会）
安達　哲夫

（新潟勤労者医療協会坂
井輪診療所）

実践交流会 3
16：00〜 17：30

実践交流会9
15：40〜 17：30

新しい試み ケアマネジメント

【座長】
長縄　伸幸

（特定医療法人フェニックス
鵜沼中央クリニック）

吉嶺　文俊
（新潟大学大学院医歯学
総合研究科総合地域医療

学講座）

【座長】
金田　弘子
（森本外科・

脳神経外科医院）
新保　努

（上村医院介護支援室）

訪問&通所サービス2

【座長】
村山　善紀

（医療法人村山内科）
桑野　恵美

（新潟県ホームヘルパー
協議会）

17：30 （会場転換）
18：15
19：45

18：15〜 19：45
懇親会（場所：ホテル日航新潟）

第1日目／9月22日（日）
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p001-005_目次・大会プログラム.indd   2 13/08/26   15:11

会場
時間

２階 ３階 ３階 ４階
メインホール 201A 201B 203+204 301A 301B 302A 302B 303+304 305 306+307 国際会議室

8：30 受付
9：00 開会式

苛原実会長挨拶
黒岩卓夫大会長挨拶
新潟県知事挨拶（予定）
新潟市長挨拶（予定）9：30

10：00
黒岩大会長基調講演
司会：福田善晴（前大会長）

休憩【15分】
10：15 基調シンポジウム①

「地域包括ケアのあるむらまち」
〜新たな　むらまちおこしの立場から〜

大島　伸一
（独立行政法人　国立長寿医療研究センター総長）
鈴木　亨

（新潟市福祉部長）
小山　剛

（社会福祉法人 長岡福祉協会　高齢者総合ケアセン
ターこぶし園総合施設長）
 苛原　実

（NPO 法人在宅ケアを支える 診療所・市民全国ネッ
トワーク会長）
河田　珪子

（｢地域の茶の間」創設者　支えあいのしくみづくり
アドバイザー）
司会：黒岩　卓夫　（大会長）
　　　福田　善晴　（前大会長）

基調シンポジウム②
「地域包括ケアのあるむらまち」

〜社会保障と税の一体改革は何をもたらすのか〜
発言者
大橋　謙策

（日本社会事業大学大学院特任教授）
（公益財団テクノエイド協会理事長）
 唐澤　剛

（厚生労働省政策統括官（社会保障担当））
司会：青木 佳之　（青木内科小児科医院）
　　　中嶋 久矩　（医療法人啓友会）

12：00
休憩（20分）

（会場転換）

12：20 ランチョンセミナー 1
「認知症を理解し支えましょう」
座長：永井　博子

（押木内科神経内科医院副院長）
演者：等々力　務

（公益社団法人認知症の人と家族の会新潟県支部副
代表）
演者：成瀬　聡

（総合リハビリテーションセンター・みどり病院院長）

ランチョンセミナー 2
地域に於ける、玩具療
法の実践と効果
座長：高橋　真弓

（医療法人あすか副理事長）
演者：小林るつ子

（玩具福祉学会理事長）

ランチョンセミナー 3
慢性腎臓病における腎性
貧血管理の重要性
座長：成田　一衛

（新潟大学大学院医歯学総
合研究科第二内科教授）
演者：青栁　竜治
（立川メディカルセン
ター中越診療所所長）

ランチョンセミナー 4
「在宅・地域連携にお
けるICTの活用」

座長：小山　剛
（高齢者総合ケアセンターこ

ぶし園総合施設長）
吉田　健士

（スキルアップジャパン株
式会社事業戦略室長）

吉井　靖子
（高齢者総合ケアセンター

こぶし園看護・介護部長）

ランチョンセミナー 5
「統合ケア・共生ケアと
能力活用療法」
座長：黒岩　秩子

（社会福祉法人
桐鈴会理事長）

演者：多湖　光宗
（医療法人創健会・社会福祉法

人自立共生会理事長）

ランチョンセミナー 6
The Day Care Center Service 
Development of Community 
Care in Taiwan— A
Case Study of Recent Five-
Year Promoting Experience 
in Taiwan

座長：和田　忠志
（いらはら診療所

在宅医療部長）
演者：陳　柏宗
（国立成功大学

老年学会研究所教授）

ランチョンセミナー 7
KYOEIDO presents 〜“エ
ンド・オブ・ライフ・ケア”終末
期を生きるために
座長：斎藤千恵子

（元BSNアナウンサー、ケア
ステーションるぴなす）
演者：小野沢裕子

（フリーアナウンサー）
演者：斎藤　忠雄
（緩和ケア診療所・
斎藤内科クリニック）

ランチョンセミナー 8
在宅医療現場における
COPD患者の実態

座長：田辺　肇
（田辺医院院長）

講師：高瀨　義昌
（医療法人社団至高会

たかせクリニック理事長）

ランチョンセミナー 9
「最後の1人まで見すて
ない まちづくり」
−看護の視点から−

座長：辻　博司
（医療法人啓友会小規模多機能型居

宅介護ゆ〜らり管理者）
演者：黒田　裕子

（NPO阪神高齢者・障害者支
援ネットワーク理事長）

13：20 共催：エーザイ株式会社 共催：玩具福祉学会 共催：中外製薬株式会社

共催：スキルアップジャ
パン株式会社/高齢者総
合ケアセンターこぶし園

共催：医療法人創健会・社
会福祉法人自立共生会 共催：医療法人社団実幸会 共催：株式会社共栄堂

共催：日本ベーリンガー
インゲルハイム株式会社

共催：有限会社なかじまメ
ディカルサービス研究所

13：30

（会場転換）
実践交流会1-1 実践交流会1-2 実践交流会2

13：30〜 15：40
実践交流会4 実践交流会5 実践交流会6 実践交流会7 実践交流会8

13：30〜 15：20
実践交流会10 実践交流会11

ポスター発表&
テーブルディスカッション

3テーマとも13：30〜
緩和ケアと看取り 1 緩和ケアと看取り 2 口腔ケアと栄養管理 在宅生活の継続（住宅と独居） 多職種情報共有 訪問&通所サービス 認知症 小児と子育て支援 薬と生活 地域包括ケアシステム 多職種情報共有

【座長】
西嶋　公子

（医療法人社団
公朋会西嶋医院）
草間　昭夫
（草間医院）

【座長】
苛原　実

（いらはら診療所）
福田　喜一

（医療法人社団
潟東クリニック）

【座長】
大川　延也

（大川歯科医院）
安達　大子

（公益社団法人
新潟県栄養士会）

【座長】
石田　一美
（秋櫻醫院）
片野　文子

（新潟県ホームヘルパー
協議会）

【座長】
桑原　由次
（NPO法人

セカンドリーグ埼玉）
貝瀬　孝子

（医療法人社団萌気会通
所介護「ほのぼの」）

【座長】
岡崎　和佳子

（有限会社菜の花）
佐藤　宏之

（公益社団法人
新潟県薬剤師会）

【座長】
大澤　誠

（大井戸診療所）
阿部　葉子

（新潟県医療ソーシャル
ワーカー協会）

【座長】
阿武　義人

（医療法人社団青藍会あ
んの循環器内科）
坂西　美和子

（南魚沼市立指定管理者
医療法人社団萌気会浦佐

認定こども園）

【座長】
上野　憲夫

（公益社団法人
新潟県薬剤師会）
田沢　義人

（田沢内科医院）

【座長】
吉永　隆行

（株式会社キャナル・コン
ピューター・プリント）

松山　茂樹
（公益社団法人

新潟県社会福祉士会）

【座長】
多湖　光宗

（医療法人創健会・
社会福祉法人自立共生会）

本田　雅浩
（医療法人社団ほんだ
ファミリークリニック）

ワールド　ケア★カフェ
14：30〜 16：30

【問い】?

【ホスト】
上村　伯人

（医療法人社団上村医院）
金井　秀樹

（うおぬま調剤グループ代表）

訪問&通所サービス1

休憩（20分） 休憩（20分） 【座長】
藤村　淳子

（医療法人あいち診療会）
安達　哲夫

（新潟勤労者医療協会坂
井輪診療所）

実践交流会 3
16：00〜 17：30

実践交流会9
15：40〜 17：30

新しい試み ケアマネジメント

【座長】
長縄　伸幸

（特定医療法人フェニックス
鵜沼中央クリニック）

吉嶺　文俊
（新潟大学大学院医歯学
総合研究科総合地域医療

学講座）

【座長】
金田　弘子
（森本外科・

脳神経外科医院）
新保　努

（上村医院介護支援室）

訪問&通所サービス2

【座長】
村山　善紀

（医療法人村山内科）
桑野　恵美

（新潟県ホームヘルパー
協議会）

17：30 （会場転換）
18：15
19：45

18：15〜 19：45
懇親会（場所：ホテル日航新潟）

第1日目／9月22日（日）

ポ
ス
タ
ー
展
示

2 32 3
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会場
時間 ホテル日航新潟「朱鷺」 ２階 ３階 ３階 ４階

メインホール 201A 201B 203+204 301A 301B 302A 302B 303+304 305 306+307 国際会議室
8：00 NPO総会
9：00

11：35

<理事会企画>
認知症ケアのゆくえ
〜認知症の人を地域･多職種
で支えるために〜

【司会】
中嶋　久矩

（医療法人啓友会めぐみの家専務）
【基調講演】
翁川　純尚

（厚生労働省老健局
高齢者支援課認知症･

虐待防止対策推進室長補佐）
【シンポジスト】

岡崎　和佳子
（有限会社菜の花 代表取締役）

遠矢　純一郎
（桜新町アーバンクリニック院長）

苛原　実
（NPO法人在宅ケアを
支える診療所・市民全国

ネットワーク会長）

<市民枠>
地域の茶の間・大交流会 地
域包括ケアのあるむら・ま
ちの社会資源となるために
〜あなたの居場所はどこと
つながっていますか?〜

【座長】
河田　珪子

（「地域の茶の間」創設者支えあ
いのしくみアドバイザー）

【御挨拶】
堀井　淳一

（新潟県福祉保健部
高齢福祉保健課課長）

【講演】
上野　千鶴子

（ウィメンズ　アクション
ネットワーク理事長）

【鼎談】
上野　千鶴子
黒岩　卓夫
河田　珪子

<シンポジウム>
地域医師会の取り組みと
行政との連携

【座長】
吉沢　浩志

（新潟県医師会副会長）
五十嵐　昭夫

（新潟市医師会理事　五十嵐医院）
【シンポジスト】

調整中
（厚生労働省医政局指導課
医師確保等地域医療対策室）

佐藤　賢治
（新潟県厚生連佐渡総合病院

外科部長）
三原　一郎

（鶴岡市医師会会長）
高木　顯

（新潟県医師会理事）

<公開事例検討会>
認知症の人の自律のために
〜認知症医療とケアの“倫
理”という視点〜

【座長】
稲葉　一人

（中京大学法科大学院教授）
【コメンテーター】

箕岡　真子
（東京大学大学院医学系

研究科客員研究員）
大澤　誠

（大井戸診療所院長）
【事例提供】
桾澤 　文子

（特別養護老人ホーム三好園）
蓮子　浩行

（新潟県言語聴覚士会）

<シンポジウム>
在宅医療連携拠点事業を今後の在
宅医療の充実にどうつなげるか?

【座長】
本田　雅浩

（ほんだファミリ-クリニック）
寺田　治男

（魚沼市国民健康保険守門診療所）
【基調講演 10分】

「連携拠点事業の意義と役割について」
永井　康徳

（医療法人ゆうの森
たんぽぽクリニック理事長）

【シンポジスト】
丑久保　広子

（社会医療法人ジャパンメディカル
アライアンス東埼玉総合病院
在宅医療連携拠点事業推進室）

小山　雅美
（医療法人真誠会在宅医療
連携拠点事業Cosmic Link）

中野　一司
（医療法人ナカノ会ナカノ在宅

医療クリニック理事長）
西村　元一

（金沢赤十字病院副院長）
丸山　善治郎

（医療法人社団いばらき会
いばらき診療所みと院長）

吉井　靖子
（高齢者総合ケアセンターこぶし
園こぶし訪問看護ステーション）

<シンポジウム>
障がい者の「ケア」を受ける立
場から、「自立」ヘの道を探る

【座長】
黒岩　秩子

（社会福祉法人桐鈴会理事長）
【シンポジスト】

伊藤　知之
（社会福祉法人浦河べてるの

家）
庭野　正夫

（グループホームひまわり
利用者）

児玉　恵美
（株式会社新潟福祉サービス　

代表取締役）
山内　俊博

（社会福祉法人自立生活福祉会）

<シンポジウム>
「咀嚼」が看護・介護で求め
られている

【座長】
荒井　節男

（新潟県歯科医師会理事）
野村　隆

（新潟県歯科医師会）
【シンポジスト】

加藤　武彦
（加藤歯科医院　歯科医師）

古志　奈緒美
（社会福祉法人こうほうえん錦

海リハビリテーション病院）

<シンポジウム>
介護予防を考える

【座長】
上村　伯人

（上村医院院長）
【基調講演】
鈴木　隆雄

（独立行政法人国立長寿医療
研究センター研究所長）
【シンポジスト】

田中　かおる
（妙高市地域包括支援センター

係長）
大森　豪

（新潟大学研究推進機構超域学
術院教授）
星　俊寛

（NPO法人エンジョイスポー
ツクラブ魚沼健康運動指導士）

<シンポジウム>
退院から終末期まで
〜人生の様々なステージにおけ
るリハビリテーションの役割〜

【座長】
三村　健

（新潟県理学療法士会）
山田　小百合

（新潟県作業療法士会）
【シンポジスト】

長谷川　幹
（三軒茶屋リハビリテーション

クリニック院長）
小林　修

（社会福祉法人よこた福祉会デ
イサービスセンターにこにこ）

金子　功一
（ながおか医療生活協同組合

生協かんだ診療所
リハビリテーション科）

横田　剛
（新潟厚生連柏崎総合医療セン
ター リハビリテーション科技
師長新潟県作業療法士会会長）

<シンポジウム>
早期退院、入院予防在宅生活
継続におけるマネジメント

【座長】
枝村　和枝

（社会福祉法人魚沼福祉会うお
ぬまケアセンター管理者）
【コーディネーター】

服部　万里子
（日本ケアマネジメント

学会副理事長）
【シンポジスト】

今出　晶代
（公益社団法人新潟県看護協会
訪問看護ステーションつくし）

鈴木　真
（桑名病院）
田村　千春

（医療法人社団萌気会
萌気園居宅介護支援事業所）

木暮　拓美
（医療法人社団萌気会萌気園訪問

看護ステーションゆいま〜る）
【特別発言】
高橋　是司

（新潟県介護支援専門員協会）

<シンポジウム>
医学教育フィールド
としての在宅医療

【座長】
井口　清太郎

（新潟大学大学院医歯学総合研究
科総合地域医療学講座特任教授）

【シンポジスト】
佐藤　勝

（岡山大学医歯学総合研究科地
域医療人材育成講座教授）

井上　陽介
（地域医療振興協会湯沢町
保健医療センター管理者）

大平　妙子
（在宅介護支援センター

湯之谷管理者）

<シンポジウム>
多職種による在宅患者の
バイタルチェックとその
情報共有

【座長】
金井　秀樹

（うおぬま調剤グループ代表）
江部　和人

（西蒲中央病院）
【シンポジスト】

揚石　義夫
（揚石医院内科小児科

循環器科院長）
山﨑　理

（新潟県福祉保健部副部長）
大木　一正

（有限会社クリーン薬局
代表取締役）

高橋　美佳子
（公益社団法人新潟県看護協会
訪問看護ステーションにいがた）

大越　幸栄
（新潟県介護福祉士会理事）

<シンポジウム>
看取り
〜癌末期だからこそ安らか
で豊かな死を迎えたい〜

【座長】
福田　喜一

（潟東クリニック院長）
阿部　行宏

（阿部胃腸科内科医院）
【シンポジスト】

塚田　裕子
（在宅ケアクリニック川岸町院長）

秋山　正子
（株式会社ケアーズ白十字

代表取締役/訪問看護
ステーション統括所長）

宮林　幸江
（日本グリーフケア協会会長･

自治医科大学看護学部教授）
佐藤　雅彦

（浄心寺住職・
大正大学非常勤講師）
【特別発言】

〜音楽を通じた心と魂のケア〜
日比野　則彦

（作曲家･日比野音楽療
研究所代表）

休憩（15分） 休憩（15分）
11：50

ホテル日航新潟での
飲食のお持込はできません

お弁当は他の会場でお召
し上がり下さい

映画
うちの実家2012

ランチョンセミナー 10
「こころの世界遺産をつくるた
めに〜佐渡島からの提案〜」
ー漂流する認知症の現場に
北極星を語るー

座長：五十嵐昭夫
（五十嵐医院院長）
演者：森本芳典

（汐彩クリニック院長 新潟県
認知症サポート医）

ランチョンセミナー 11
楽なように　やりたいよ
うに　後悔しないように
〜たんぽぽ先生の在宅医療
よもやま話〜

座長：福田喜一
（医療法人社団潟東クリニック

院長）
演者：永井康徳

（医療法人ゆうの森理事長たん
ぽぽクリニック）

ランチョンセミナー 12
「自分らしく最期まで生ききる
ための生活自律総合支援とは?
〜つなぐ・むすぶ・伝える〜」

座長：安達　文子
（NPO法人マイウエイ協会 尊

厳カウンセラー）
演者：安達　昌子

（医師：NPO法人マイウエイ協
会 医療担当）

演者：飯田　訓大
（司法書士：NPO法人マイウエ

イ協会 遺言担当）
演者：藤田　浩樹

（税理士：NPO法人マイウエイ
協会　相続担当）

ランチョンセミナー 13
日本人のいのち観とスピ
リチュアルケア

座長：黒岩卓夫
（医療法人社団萌気会）
演者：大下　大圓

（飛騨千光寺住職/京都大学大
学院　医学研究科非常勤講師）

ランチョンセミナー 14
良寛の最晩年に咲いた
大輪の愛の華

座長：関谷裕一
（医療法人崇徳会長岡西病院事務部長）

演者：柳本雄司
（新潟良寛会会長）

ランチョンセミナー 15
天上の音楽〜音楽を通じ
た心と魂のケア〜

座長：日比野　則彦
（作曲家・日比野音療研究所代表）

演者：塚田　裕子
（在宅ケアクリニック川岸町院長）

演者：AYAKI
（ピアニスト）

演者：日比野　愛子
（ソプラノ）

ランチョンセミナー 16
ターミナル期を支えるリ
ハビリテーションとケア
〜QOLの向こうにあるもの〜

座長：三村健
（医慮法人社団らぽーる新潟

ゆきよしクリニック）
演者：小林修

（よこた福祉会デイサービス
センターにこにこ）

ランチョンセミナー 17
「自分らしく生きて、自分
らしく逝く」
〜サービス付き高齢者向け住宅「や
さしえ上越」での医療・看護・介護が
連携した「お看取り」のケースから〜

座長：香取幹
（株式会社やさしい手

代表取締役社長）
演者：瀧澤久美子

（やさしい手上越居宅介護支援
事業所ケアマネジャー管理者）

ランチョンセミナー 18
介護従事者向け血液検査の話

座長：永野義博
（株式会社アルプ

新潟ラボラトリー部長）
演者：伊藤啓太

（株式会社アルプ
長岡ラボラトリー所長）

ランチョンセミナー 19
『歯科大学における在宅医
療への関り』

座長：荒井節男
（一般社団法人　新潟県歯科医

師会　常務理事）
演者：白野美和

（日本歯科大学新潟病院
総合診療科

在宅歯科往診ケアチーム）

ランチョンセミナー 20
「平穏死」という言葉が生
まれたわけ

座長：上村伯人
（上村医院院長）
演者：石飛幸三

（特別養護老人ホーム
「芦花ホーム」医師）

12：50 共催：第一三共株式会社 共催：株式会社クリニコ

共催：協和発酵キリン株式会社/
塩野義製薬株式会社/みよの台薬
局/株式会社ジェンダーリサーチ

共催：株式会社いわしや
悠久堂医科器械店

共催：医療法人崇徳会長岡西病院
/株式会社考古堂書店

共催：社会福祉法人新潟南福祉会
/医療法人社団潟東クリニック 共催：合同会社gene 共催：株式会社やさしい手 共催：株式会社アルプ 共催：田辺製薬販売株式会社 共催：武田薬品工業株式会社

休憩（10分） 休憩（10分）
13：00

15：30

<理事会企画>
地域を再生･共創する
〜我々は地域と共にある、地
域が変われば我々も変わる〜

【座長】
長縄　伸幸

（特定医療法人フェニックス
鵜沼中央クリニック院長）

桑原　由次
（NPO法人セカンドリーグ埼玉）

【特別講演】
日下部　元雄

（株式会社オープン･シティー
研究所所長/立命館アジア太平
洋大学、ロンドン大学UCL客

員教授）
【シンポジスト】

一ノ瀬　正人
（生活協同組合パルシステム

埼玉組織管掌理事）
太田　秀樹

（医療法人アスムス理事長）
五藤　龍彦

（岐阜県各務原市社会
福祉協議会 常務理事）

<市民枠>
地域の茶の間・大交流会

【座長】
河田　珪子
【御挨拶】
土屋　良治

（社会福祉法人新潟県社会福祉
協議会 常務理事事務局長）
【シンポジスト】

大平　芳昭
（社会福祉法人 新潟市社会
事業協会 有明福祉会館館長）

本間　悟
（佐渡市社会福祉協議会

佐和田支所　支所長）
坂倉　杏介

（慶應義塾大学グローバ ル
セキュリティ研究所/地域連携

センター特任講師）
島崎　敬子

（新潟県立大学人間生活学部子
ども学科教授）
鶴山　芳子

（公益財団法人さわやか福祉財
団ふれあいの居場所推進プロ

ジェクトリーダー）

<シンポジウム>
地域包括医療の確立のために
〜いかに病院と連携していくか〜

【座長】
五十嵐　謙一

（五十嵐医院院長）
阿部　行宏

（阿部胃腸科内科医院）
【コメンテーター】

山口　潔
（医療法人社団創福会ふくろう

クリニック等々力院長）
【症例提示者】

片野　文子
（社会福祉法人新潟市社会
福祉協議会 東区訪問介護

センターセンター長）
【シンポジスト】

五十嵐　謙一
斎川　克之

（済生会新潟第二病院 
地域医療連携室室長）

豊島　宗厚
（新津医療センター病院院長）

川井　紀子
（社会福祉法人新潟市社会
福祉協議会中央区社会福祉
協議会介護事業統括管理者）

渡邊　一枝
（公益社団法人新潟県看護協会訪問

看護ステーションさんわ所長）

<シンポジウム>
災害と在宅ケア

【座長】
小山　剛

（高齢者総合ケアセンター
こぶし園総合施設長）

【コメンテーター】
調整中

【事例提供者】
長　純一

（石巻市立病院開成仮診療所長）
稲垣　文彦

（社団法人中越防災安全推進機
構復興デザインセンター長）

黒田　裕子
（NPO法人阪神高齢者･障害者

支援ネットワーク理事長）

<シンポジウム>
延命・胃ろうについて考える

【座長】
揚石　義夫

（揚石医院内科小児科
循環器科院長）
柴田　清孝

（社会福祉法人秋葉福祉会
特別養護老人ホーム

かんばらの里ケアワーカー
兼介護支援専門員）
【基調講演】

高橋　泰
（国際医療福祉大学 大学院教授）

【シンポジスト】
合志　聡

（新潟厚生連上越総合病院
消化器内科部長）
小林　秀人

（こぶしリハビリセンター施設長）

<シンポジウム>
仏教ホスピスビハーラと
日本的ケアについて

【座長】
黒岩　卓夫

（第19回 全国の集い in 新潟
2013大会長）
西條和佳子

（日本グリーフケア協会）
【シンポジスト】

多賀　裕美
（医療法人崇徳会長岡西病院ビ

ハーラ病棟看護師長）
青木　新門

（「納棺夫日記」著者）
大下　大圓

（飛騨千光寺住職/京都大学大
学院 医学研究科非常勤講師）

柳本　雄司
（新潟良寛会会長）

<シンポジウム>
新潟水俣病事件 〜いのち
と生活を支える在宅ケア
の立場から考える

【座長】
高見　優

（ささえあいコミュニティ生活
協同組合新潟専務理事）
【コメンテーター】

斎藤　恒
（木戸病院名誉院長）
【事例提供者】

丸山公男
（新潟青陵大学教授（福祉心理

学科･医師））
高島　章

（新潟水俣病第3次訴訟弁護団長）
荻野　直路

（新潟医療生活協同組合
財務企画部企画室長）

S（匿名）
（新潟水俣病被害者）

高加茂　早苗
（新潟水俣病第三次訴訟を

支援する会）

<シンポジウム>
住民とともに育てる多職種連携
—地域医療「魚沼学校」−

【座長】
井口　清太郎

（新潟大学大学院医歯学
総合研究科総合地域
医療学講座特任教授）

吉嶺　文俊
（新潟大学大学院医歯学

総合研究科総合地域
医療学講座特任准教授）
【シンポジスト】

藤本　晴枝
（NPO法人地域医療を

育てる会理事長）
深井　正

（NPO法人きらめき広場
事務局担当理事）
布施　克也

（地域医療魚沼学校校長・
新潟県立小出病院院長）

<シンポジウム>
都市型在宅医療について

【座長】
斎藤　忠雄

（斎藤内科クリニック院長）
【基調講演】
堂垂　伸治

（医療法人社団緑星会
どうたれ内科診療所院長）
【シンポジスト】

西田　伸一
（医療法人社団梟杜会

西田医院理事長）
井上　多鶴子

（板橋区医師会在宅医療
センター在宅看護部長）

田中　尚輝
（NPO法人市民福祉団体

全国協議会専務理事）

<シンポジウム>
全国に先駆けて始動した
新潟の在宅栄養ケア活動
を検証する

【座長】
小池　雅子

（新潟県栄養士会・福祉事業部長）
【基調講演】
牧野　令子

（新潟県栄養士会栄養ケア・ス
テーションコーディネーター）

【シンポジスト】
川村　美和子

（新潟県栄養士会　新潟市支部）
竹内　則子

（公益社団法人新潟県看護協会訪
問看護ステーションにいがた）

髙橋　友美
（新潟県栄養士会長岡支部）

藤塚　寛行
（医療法人恒仁会在宅介護支援

センター女池南風苑管理者）

<シンポジウム>
精神科医はアウトリーチ
の夢を見るか
〜多職種協働の壁を超えて〜

【座長】
今村　達弥

（ささえ愛よろず
クリニック院長）

【シンポジスト】
増子　徳幸

（NPO法人 リカバリーサポー
トセンター ACTIPS訪問看護
ステーション ACT-J施設長）

増田　典子
（吉備国際大学大学院保健科学研

究科博士課程/共済会櫻井病院）
村越　英紀

（新潟市地域包括支援センター
新津社会福祉士）

<シンポジウム>
看護職の役割
〜それぞれの看護領域のシー
ムレスな連携を目指して〜

【座長】
姉﨑　ミツエ

（新潟県看護協会 副会長）
【コメンテーター】

石飛　幸三
（世田谷区立特別養護老人
ホーム「芦花ホーム」医師）
【シンポジスト】

新野　裕美子
（新潟市民病院看護師長）

古澤　弘美
（新潟県立中央病院地域
連携センター看護師長）

平野　真弓
（一般財団法人

下越総合健康開発センター
訪問看護ステーション管理者）

中川　恵子
（臨港訪問看護

ステーション管理者）
小松　順子

（社会福祉法人　苗場福祉会
事業部長）

<シンポジウム>
未来を拓く介護の現場

【座長】
宮崎　則男

（新潟県介護福祉士会会長）
櫻井　馨

（新潟県老人福祉施設協議会）
【シンポジスト】

篠﨑　良勝
（八戸学院大学

人間健康学部准教授）
富永　和子

（特別養護老人ホーム片貝
さくら准看護師）
石山　裕江

（社会福祉法人愛宕福祉会
特別養護老人ホーム

豊浦愛宕の園介護課長）
佐藤　妙子

（公益社団法人認知症の
人と家族の会新潟県支部）
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<理事会企画>
認知症ケアのゆくえ
〜認知症の人を地域･多職種
で支えるために〜

【司会】
中嶋　久矩

（医療法人啓友会めぐみの家専務）
【基調講演】
翁川　純尚

（厚生労働省老健局
高齢者支援課認知症･

虐待防止対策推進室長補佐）
【シンポジスト】

岡崎　和佳子
（有限会社菜の花 代表取締役）

遠矢　純一郎
（桜新町アーバンクリニック院長）

苛原　実
（NPO法人在宅ケアを
支える診療所・市民全国

ネットワーク会長）

<市民枠>
地域の茶の間・大交流会 地
域包括ケアのあるむら・ま
ちの社会資源となるために
〜あなたの居場所はどこと
つながっていますか?〜

【座長】
河田　珪子

（「地域の茶の間」創設者支えあ
いのしくみアドバイザー）

【御挨拶】
堀井　淳一

（新潟県福祉保健部
高齢福祉保健課課長）

【講演】
上野　千鶴子

（ウィメンズ　アクション
ネットワーク理事長）

【鼎談】
上野　千鶴子
黒岩　卓夫
河田　珪子

<シンポジウム>
地域医師会の取り組みと
行政との連携

【座長】
吉沢　浩志

（新潟県医師会副会長）
五十嵐　昭夫

（新潟市医師会理事　五十嵐医院）
【シンポジスト】

調整中
（厚生労働省医政局指導課
医師確保等地域医療対策室）

佐藤　賢治
（新潟県厚生連佐渡総合病院

外科部長）
三原　一郎

（鶴岡市医師会会長）
高木　顯

（新潟県医師会理事）

<公開事例検討会>
認知症の人の自律のために
〜認知症医療とケアの“倫
理”という視点〜

【座長】
稲葉　一人

（中京大学法科大学院教授）
【コメンテーター】

箕岡　真子
（東京大学大学院医学系

研究科客員研究員）
大澤　誠

（大井戸診療所院長）
【事例提供】
桾澤 　文子

（特別養護老人ホーム三好園）
蓮子　浩行

（新潟県言語聴覚士会）

<シンポジウム>
在宅医療連携拠点事業を今後の在
宅医療の充実にどうつなげるか?

【座長】
本田　雅浩

（ほんだファミリ-クリニック）
寺田　治男

（魚沼市国民健康保険守門診療所）
【基調講演 10分】

「連携拠点事業の意義と役割について」
永井　康徳

（医療法人ゆうの森
たんぽぽクリニック理事長）

【シンポジスト】
丑久保　広子

（社会医療法人ジャパンメディカル
アライアンス東埼玉総合病院
在宅医療連携拠点事業推進室）

小山　雅美
（医療法人真誠会在宅医療
連携拠点事業Cosmic Link）

中野　一司
（医療法人ナカノ会ナカノ在宅

医療クリニック理事長）
西村　元一

（金沢赤十字病院副院長）
丸山　善治郎

（医療法人社団いばらき会
いばらき診療所みと院長）

吉井　靖子
（高齢者総合ケアセンターこぶし
園こぶし訪問看護ステーション）

<シンポジウム>
障がい者の「ケア」を受ける立
場から、「自立」ヘの道を探る

【座長】
黒岩　秩子

（社会福祉法人桐鈴会理事長）
【シンポジスト】

伊藤　知之
（社会福祉法人浦河べてるの

家）
庭野　正夫

（グループホームひまわり
利用者）

児玉　恵美
（株式会社新潟福祉サービス　

代表取締役）
山内　俊博

（社会福祉法人自立生活福祉会）

<シンポジウム>
「咀嚼」が看護・介護で求め
られている

【座長】
荒井　節男

（新潟県歯科医師会理事）
野村　隆

（新潟県歯科医師会）
【シンポジスト】

加藤　武彦
（加藤歯科医院　歯科医師）

古志　奈緒美
（社会福祉法人こうほうえん錦

海リハビリテーション病院）

<シンポジウム>
介護予防を考える

【座長】
上村　伯人

（上村医院院長）
【基調講演】
鈴木　隆雄

（独立行政法人国立長寿医療
研究センター研究所長）
【シンポジスト】

田中　かおる
（妙高市地域包括支援センター

係長）
大森　豪

（新潟大学研究推進機構超域学
術院教授）
星　俊寛

（NPO法人エンジョイスポー
ツクラブ魚沼健康運動指導士）

<シンポジウム>
退院から終末期まで
〜人生の様々なステージにおけ
るリハビリテーションの役割〜

【座長】
三村　健

（新潟県理学療法士会）
山田　小百合

（新潟県作業療法士会）
【シンポジスト】

長谷川　幹
（三軒茶屋リハビリテーション

クリニック院長）
小林　修

（社会福祉法人よこた福祉会デ
イサービスセンターにこにこ）

金子　功一
（ながおか医療生活協同組合

生協かんだ診療所
リハビリテーション科）

横田　剛
（新潟厚生連柏崎総合医療セン
ター リハビリテーション科技
師長新潟県作業療法士会会長）

<シンポジウム>
早期退院、入院予防在宅生活
継続におけるマネジメント

【座長】
枝村　和枝

（社会福祉法人魚沼福祉会うお
ぬまケアセンター管理者）
【コーディネーター】

服部　万里子
（日本ケアマネジメント

学会副理事長）
【シンポジスト】

今出　晶代
（公益社団法人新潟県看護協会
訪問看護ステーションつくし）

鈴木　真
（桑名病院）
田村　千春

（医療法人社団萌気会
萌気園居宅介護支援事業所）

木暮　拓美
（医療法人社団萌気会萌気園訪問

看護ステーションゆいま〜る）
【特別発言】
高橋　是司

（新潟県介護支援専門員協会）

<シンポジウム>
医学教育フィールド
としての在宅医療

【座長】
井口　清太郎

（新潟大学大学院医歯学総合研究
科総合地域医療学講座特任教授）

【シンポジスト】
佐藤　勝

（岡山大学医歯学総合研究科地
域医療人材育成講座教授）

井上　陽介
（地域医療振興協会湯沢町
保健医療センター管理者）

大平　妙子
（在宅介護支援センター

湯之谷管理者）

<シンポジウム>
多職種による在宅患者の
バイタルチェックとその
情報共有

【座長】
金井　秀樹

（うおぬま調剤グループ代表）
江部　和人

（西蒲中央病院）
【シンポジスト】

揚石　義夫
（揚石医院内科小児科

循環器科院長）
山﨑　理

（新潟県福祉保健部副部長）
大木　一正

（有限会社クリーン薬局
代表取締役）

高橋　美佳子
（公益社団法人新潟県看護協会
訪問看護ステーションにいがた）

大越　幸栄
（新潟県介護福祉士会理事）

<シンポジウム>
看取り
〜癌末期だからこそ安らか
で豊かな死を迎えたい〜

【座長】
福田　喜一

（潟東クリニック院長）
阿部　行宏

（阿部胃腸科内科医院）
【シンポジスト】

塚田　裕子
（在宅ケアクリニック川岸町院長）

秋山　正子
（株式会社ケアーズ白十字

代表取締役/訪問看護
ステーション統括所長）

宮林　幸江
（日本グリーフケア協会会長･

自治医科大学看護学部教授）
佐藤　雅彦

（浄心寺住職・
大正大学非常勤講師）
【特別発言】

〜音楽を通じた心と魂のケア〜
日比野　則彦

（作曲家･日比野音楽療
研究所代表）

休憩（15分） 休憩（15分）
11：50

ホテル日航新潟での
飲食のお持込はできません

お弁当は他の会場でお召
し上がり下さい

映画
うちの実家2012

ランチョンセミナー 10
「こころの世界遺産をつくるた
めに〜佐渡島からの提案〜」
ー漂流する認知症の現場に
北極星を語るー

座長：五十嵐昭夫
（五十嵐医院院長）
演者：森本芳典

（汐彩クリニック院長 新潟県
認知症サポート医）

ランチョンセミナー 11
楽なように　やりたいよ
うに　後悔しないように
〜たんぽぽ先生の在宅医療
よもやま話〜

座長：福田喜一
（医療法人社団潟東クリニック

院長）
演者：永井康徳

（医療法人ゆうの森理事長たん
ぽぽクリニック）

ランチョンセミナー 12
「自分らしく最期まで生ききる
ための生活自律総合支援とは?
〜つなぐ・むすぶ・伝える〜」

座長：安達　文子
（NPO法人マイウエイ協会 尊

厳カウンセラー）
演者：安達　昌子

（医師：NPO法人マイウエイ協
会 医療担当）

演者：飯田　訓大
（司法書士：NPO法人マイウエ

イ協会 遺言担当）
演者：藤田　浩樹

（税理士：NPO法人マイウエイ
協会　相続担当）

ランチョンセミナー 13
日本人のいのち観とスピ
リチュアルケア

座長：黒岩卓夫
（医療法人社団萌気会）
演者：大下　大圓

（飛騨千光寺住職/京都大学大
学院　医学研究科非常勤講師）

ランチョンセミナー 14
良寛の最晩年に咲いた
大輪の愛の華

座長：関谷裕一
（医療法人崇徳会長岡西病院事務部長）

演者：柳本雄司
（新潟良寛会会長）

ランチョンセミナー 15
天上の音楽〜音楽を通じ
た心と魂のケア〜

座長：日比野　則彦
（作曲家・日比野音療研究所代表）

演者：塚田　裕子
（在宅ケアクリニック川岸町院長）

演者：AYAKI
（ピアニスト）

演者：日比野　愛子
（ソプラノ）

ランチョンセミナー 16
ターミナル期を支えるリ
ハビリテーションとケア
〜QOLの向こうにあるもの〜

座長：三村健
（医慮法人社団らぽーる新潟

ゆきよしクリニック）
演者：小林修

（よこた福祉会デイサービス
センターにこにこ）

ランチョンセミナー 17
「自分らしく生きて、自分
らしく逝く」
〜サービス付き高齢者向け住宅「や
さしえ上越」での医療・看護・介護が
連携した「お看取り」のケースから〜

座長：香取幹
（株式会社やさしい手

代表取締役社長）
演者：瀧澤久美子

（やさしい手上越居宅介護支援
事業所ケアマネジャー管理者）

ランチョンセミナー 18
介護従事者向け血液検査の話

座長：永野義博
（株式会社アルプ

新潟ラボラトリー部長）
演者：伊藤啓太

（株式会社アルプ
長岡ラボラトリー所長）

ランチョンセミナー 19
『歯科大学における在宅医
療への関り』

座長：荒井節男
（一般社団法人　新潟県歯科医

師会　常務理事）
演者：白野美和

（日本歯科大学新潟病院
総合診療科

在宅歯科往診ケアチーム）

ランチョンセミナー 20
「平穏死」という言葉が生
まれたわけ

座長：上村伯人
（上村医院院長）
演者：石飛幸三

（特別養護老人ホーム
「芦花ホーム」医師）

12：50 共催：第一三共株式会社 共催：株式会社クリニコ

共催：協和発酵キリン株式会社/
塩野義製薬株式会社/みよの台薬
局/株式会社ジェンダーリサーチ

共催：株式会社いわしや
悠久堂医科器械店

共催：医療法人崇徳会長岡西病院
/株式会社考古堂書店

共催：社会福祉法人新潟南福祉会
/医療法人社団潟東クリニック 共催：合同会社gene 共催：株式会社やさしい手 共催：株式会社アルプ 共催：田辺製薬販売株式会社 共催：武田薬品工業株式会社

休憩（10分） 休憩（10分）
13：00

15：30

<理事会企画>
地域を再生･共創する
〜我々は地域と共にある、地
域が変われば我々も変わる〜

【座長】
長縄　伸幸

（特定医療法人フェニックス
鵜沼中央クリニック院長）

桑原　由次
（NPO法人セカンドリーグ埼玉）

【特別講演】
日下部　元雄

（株式会社オープン･シティー
研究所所長/立命館アジア太平
洋大学、ロンドン大学UCL客

員教授）
【シンポジスト】

一ノ瀬　正人
（生活協同組合パルシステム

埼玉組織管掌理事）
太田　秀樹

（医療法人アスムス理事長）
五藤　龍彦

（岐阜県各務原市社会
福祉協議会 常務理事）

<市民枠>
地域の茶の間・大交流会

【座長】
河田　珪子
【御挨拶】
土屋　良治

（社会福祉法人新潟県社会福祉
協議会 常務理事事務局長）
【シンポジスト】

大平　芳昭
（社会福祉法人 新潟市社会
事業協会 有明福祉会館館長）

本間　悟
（佐渡市社会福祉協議会

佐和田支所　支所長）
坂倉　杏介

（慶應義塾大学グローバ ル
セキュリティ研究所/地域連携

センター特任講師）
島崎　敬子

（新潟県立大学人間生活学部子
ども学科教授）
鶴山　芳子

（公益財団法人さわやか福祉財
団ふれあいの居場所推進プロ

ジェクトリーダー）

<シンポジウム>
地域包括医療の確立のために
〜いかに病院と連携していくか〜

【座長】
五十嵐　謙一

（五十嵐医院院長）
阿部　行宏

（阿部胃腸科内科医院）
【コメンテーター】

山口　潔
（医療法人社団創福会ふくろう

クリニック等々力院長）
【症例提示者】

片野　文子
（社会福祉法人新潟市社会
福祉協議会 東区訪問介護

センターセンター長）
【シンポジスト】

五十嵐　謙一
斎川　克之

（済生会新潟第二病院 
地域医療連携室室長）

豊島　宗厚
（新津医療センター病院院長）

川井　紀子
（社会福祉法人新潟市社会
福祉協議会中央区社会福祉
協議会介護事業統括管理者）

渡邊　一枝
（公益社団法人新潟県看護協会訪問

看護ステーションさんわ所長）

<シンポジウム>
災害と在宅ケア

【座長】
小山　剛

（高齢者総合ケアセンター
こぶし園総合施設長）

【コメンテーター】
調整中

【事例提供者】
長　純一

（石巻市立病院開成仮診療所長）
稲垣　文彦

（社団法人中越防災安全推進機
構復興デザインセンター長）

黒田　裕子
（NPO法人阪神高齢者･障害者

支援ネットワーク理事長）

<シンポジウム>
延命・胃ろうについて考える

【座長】
揚石　義夫

（揚石医院内科小児科
循環器科院長）
柴田　清孝

（社会福祉法人秋葉福祉会
特別養護老人ホーム

かんばらの里ケアワーカー
兼介護支援専門員）
【基調講演】

高橋　泰
（国際医療福祉大学 大学院教授）

【シンポジスト】
合志　聡

（新潟厚生連上越総合病院
消化器内科部長）
小林　秀人

（こぶしリハビリセンター施設長）

<シンポジウム>
仏教ホスピスビハーラと
日本的ケアについて

【座長】
黒岩　卓夫

（第19回 全国の集い in 新潟
2013大会長）
西條和佳子

（日本グリーフケア協会）
【シンポジスト】

多賀　裕美
（医療法人崇徳会長岡西病院ビ

ハーラ病棟看護師長）
青木　新門

（「納棺夫日記」著者）
大下　大圓

（飛騨千光寺住職/京都大学大
学院 医学研究科非常勤講師）

柳本　雄司
（新潟良寛会会長）

<シンポジウム>
新潟水俣病事件 〜いのち
と生活を支える在宅ケア
の立場から考える

【座長】
高見　優

（ささえあいコミュニティ生活
協同組合新潟専務理事）
【コメンテーター】

斎藤　恒
（木戸病院名誉院長）
【事例提供者】

丸山公男
（新潟青陵大学教授（福祉心理

学科･医師））
高島　章

（新潟水俣病第3次訴訟弁護団長）
荻野　直路

（新潟医療生活協同組合
財務企画部企画室長）

S（匿名）
（新潟水俣病被害者）

高加茂　早苗
（新潟水俣病第三次訴訟を

支援する会）

<シンポジウム>
住民とともに育てる多職種連携
—地域医療「魚沼学校」−

【座長】
井口　清太郎

（新潟大学大学院医歯学
総合研究科総合地域
医療学講座特任教授）

吉嶺　文俊
（新潟大学大学院医歯学

総合研究科総合地域
医療学講座特任准教授）
【シンポジスト】

藤本　晴枝
（NPO法人地域医療を

育てる会理事長）
深井　正

（NPO法人きらめき広場
事務局担当理事）
布施　克也

（地域医療魚沼学校校長・
新潟県立小出病院院長）

<シンポジウム>
都市型在宅医療について

【座長】
斎藤　忠雄

（斎藤内科クリニック院長）
【基調講演】
堂垂　伸治

（医療法人社団緑星会
どうたれ内科診療所院長）
【シンポジスト】

西田　伸一
（医療法人社団梟杜会

西田医院理事長）
井上　多鶴子

（板橋区医師会在宅医療
センター在宅看護部長）

田中　尚輝
（NPO法人市民福祉団体

全国協議会専務理事）

<シンポジウム>
全国に先駆けて始動した
新潟の在宅栄養ケア活動
を検証する

【座長】
小池　雅子

（新潟県栄養士会・福祉事業部長）
【基調講演】
牧野　令子

（新潟県栄養士会栄養ケア・ス
テーションコーディネーター）

【シンポジスト】
川村　美和子

（新潟県栄養士会　新潟市支部）
竹内　則子

（公益社団法人新潟県看護協会訪
問看護ステーションにいがた）

髙橋　友美
（新潟県栄養士会長岡支部）

藤塚　寛行
（医療法人恒仁会在宅介護支援

センター女池南風苑管理者）

<シンポジウム>
精神科医はアウトリーチ
の夢を見るか
〜多職種協働の壁を超えて〜

【座長】
今村　達弥

（ささえ愛よろず
クリニック院長）

【シンポジスト】
増子　徳幸

（NPO法人 リカバリーサポー
トセンター ACTIPS訪問看護
ステーション ACT-J施設長）

増田　典子
（吉備国際大学大学院保健科学研

究科博士課程/共済会櫻井病院）
村越　英紀

（新潟市地域包括支援センター
新津社会福祉士）

<シンポジウム>
看護職の役割
〜それぞれの看護領域のシー
ムレスな連携を目指して〜

【座長】
姉﨑　ミツエ

（新潟県看護協会 副会長）
【コメンテーター】

石飛　幸三
（世田谷区立特別養護老人
ホーム「芦花ホーム」医師）
【シンポジスト】

新野　裕美子
（新潟市民病院看護師長）

古澤　弘美
（新潟県立中央病院地域
連携センター看護師長）

平野　真弓
（一般財団法人

下越総合健康開発センター
訪問看護ステーション管理者）

中川　恵子
（臨港訪問看護

ステーション管理者）
小松　順子

（社会福祉法人　苗場福祉会
事業部長）

<シンポジウム>
未来を拓く介護の現場

【座長】
宮崎　則男

（新潟県介護福祉士会会長）
櫻井　馨

（新潟県老人福祉施設協議会）
【シンポジスト】

篠﨑　良勝
（八戸学院大学

人間健康学部准教授）
富永　和子

（特別養護老人ホーム片貝
さくら准看護師）
石山　裕江

（社会福祉法人愛宕福祉会
特別養護老人ホーム

豊浦愛宕の園介護課長）
佐藤　妙子

（公益社団法人認知症の
人と家族の会新潟県支部）

15：40
16：00 閉会式

第2日目／9月23日（月・祝）
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こ
の
た
び
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
草
場
鉄
周
と
申
し
ま

す
。
福
岡
に
て
生
ま
れ
育
ち
、

京
都
大
学
を
経
て
、
家
庭
医
を

志
し
て
北
海
道
の
地
域
医
療
に

従
事
し
、
早
15
年
と
な
り
ま
す
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そ
も
そ
も
医
療
と
は
病
気
だ

け
を
診
て
い
れ
ば
い
い
の
か
、
と

い
う
疑
問
か
ら
始
ま
り
、
患
者

の
心
と
体
を
幅
広
い
視
点
か
ら

診
る
医
師
と
し
て
の
家
庭
医
に

あ
こ
が
れ
て
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修
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ス
タ
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ト
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が
、
医

師
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年
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に
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点
を
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ア
で
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た
。
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師
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で
行
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２
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訪
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診

療
は
、
医
師
と
し
て
の
経
験
が
未

熟
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
死
に
全
身

で
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
最

も
印
象
深
か
っ
た
の
は
患
者
の
自

信
に
満
ち
た
誇
り
高
い
表
情
で
し

た
。
診
療
所
で
診
察
す
る
と
き
は

「
お
客
様
」と
し
て
や
や
縮
こ
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
患
者
さ

ん
が
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ゆ
っ
た
り
と
「
主

人
」と
し
て
我
々
を
迎

え
て
く
れ
る
構
図
。

そ
の
構
図
そ
の
も
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が
、
患
者
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ん
の
人

格
や
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見
失
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が
ち
な
現
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医
療
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対
す
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ア
ン
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ゼ
だ
な
と
直
感
的
に

認
識
し
た
覚
え
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
し
て
15
年
が
経
ち
、

２
０
２
５
年
問
題
と
い
う
表
現
に

集
約
さ
れ
る
多
死
社
会
到
来
を
踏

ま
え
た
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
こ

の
在
宅
医
療
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

い
つ
か
ら
か
診
療
報
酬
で
の
手
厚

い
評
価
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

見
渡
せ
ば
在
宅
専
門
医
の
増

加
、
在
宅
系
学
会
の
設
立
と
在
宅

ケ
ア
を
取
り
巻
く
風
景
は
一
変
し

て
い
ま
す
。一
家
庭
医
と
し
て
は
、

地
域
の
診
療
所
の
外
来
で
診
ら
れ

て
き
た
患
者
が
、
年
を
と
り
障
害

を
抱
え
、
通
院
が
難
し
く
な
っ
た

と
き
に
、
自
然
に
そ
の
診
療
所
の

在
宅
医
療
を
受
け
、
穏
や
か
な
最

後
の
時
期
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
日
本
に
な
れ
ば
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
診
療

所
の
医
療
と
は
何
か
と
い
う
本
質

的
で
未
解
決
の
課
題
に
日
本
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

担
い
手
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

テ
ー
マ
の
検
討
が
必
要
で
す
。
家

庭
医
と
し
て
の
15
年
の
診
療
、
そ

し
て
家
庭
医
を
40
名
近
く
養
成
し

て
き
た
実
績
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
全
国
の
方
と

議
論
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
と
よ
り
良

い
在
宅
ケ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
◇　
◆　
◇　
◆　

　
北
海
道
で
２
０
１
５
年
の
大
会

を
開
催
さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
っ

て
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
問
題
意
識

の
中
で
在
宅
の
担
い
手
と
し
て
の

医
師
の
在
り
方
に
ま
ず
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る

新
た
な
専
門
医
制
度
で
は
全
て

の
医
師
が
初
期
臨
床
研
修
終
了

後
に
基
本
領
域
の
専
門
医
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、内
科
、外
科
、

小
児
科
な
ど
各
領
域
の
専
門
医
資

格
を
維
持
す
る
た
め
に
は
相
応
の

診
療
経
験
の
積
み
重
ね
が
必
要
と

な
り
、
比
較
的
緩
や
か
な
現
状
の

専
門
医
制
度
か
ら
は
大
き
く
形
を

変
え
る
予
定
で
す
。
現
在
専
門
医

制
度
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
在
宅
の
医
師
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
、
在
宅
を
目
指
す
医
師
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
な
る

の
か
、
新
制
度
を
見
越
し
た
議
論

は
待
っ
た
な
し
で
す
。
ま
た
、
在

宅
を
担
う
多
職
種
そ
れ
ぞ
れ
の
在

り
方
も
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
養
成
の
決
ま
っ
た
特
定
看
護
師

（
Ｎ
Ｐ
）の
役
割
と
訪
問
看
護
師
と

の
関
係
性
、
薬
剤
師
の
在
宅
ケ
ア

に
お
け
る
役
割
の
探
索
な
ど
、
こ

れ
か
ら
は
量
よ
り
も
質
の
議
論
が

メ
イ
ン
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
大
会
で
は
各
地
の
取
り
組

み
を
共
有
し
学
び
合
う
視
点
を
基

盤
に
、
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
や

制
度
の
変
化
の
中
で
我
々
が
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開
す
べ
き

な
の
か
を
未
来
志
向
で
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
是
非
皆
様
方
の
自
由
な
ア
イ
デ

ア
と
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
来
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

素
晴
ら
し
い
大
会
を
共
に
作
っ
て

参
り
ま
し
ょ
う
！
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介
護
現
場
に
お
け
る

　
　
玩
具
の
活
用
事
例

玩具療法（トイセラピー）について

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ざ
み
の
里

　
機
能
訓
練
指
導
員
　
桒
原
梨
江

生
活
相
談
員
　
松
井
彩
音

　全国の集い in 高知をきっかけに、小林るつ子さんをお招きして、実際にトイセラピーについて経験させていただき
ました。そこでは高齢者の方々がおもちゃに触れ、想いもしなかった笑いや表情の和みが得られました。皆さんの嗜
好や性格も垣間見ることが出来た一瞬でした。
　ところで、最近緩和ケアの世界では、ナノラティブアクションという言葉が良く使われています。私なりには、そ
の人の想い出であったり、希望や嗜好・趣味など、あらゆる生きるための心の力だととらえています。まさに、玩具
療法で診ることの出来た表情は、ナノラティブそのものであったように思われました。近い将来、ＥＢМ（エビデン
スに基づいた治療）はＮＢМ（ナノラティブアクションに基づいた治療）に変わってくるものと思われます。玩具療
法の素晴らしさを、実感しております。

　
私
達
の
働
く
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ざ
み
の
里
は

高
知
市
北
部
地
区
に
あ
り
、
周
辺
は
住
宅
街
で
静
か
な

場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
平
成
14
年
４
月
四
国
初
の
ユ

ニ
ッ
ト
方
式
を
取
り
入
れ
た
施
設
と
し
て
開
設
し
、
12

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
均
介
護
度
４・５
８
、
平
均

年
齢
８
４・
２
０
歳
の
80
名
の
方
が
生
活
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　大和会グループ ( 医療法人大和会・社会福祉法人秦ダイヤライフ福祉会 )　　　理事長　福田 善晴

　
当
施
設
で
は
各
ユ
ニッ
ト
で
行
う
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
あ
ざ
み
の
里
全
体

で
行
う
ク
ラ
ブ
と
は
別
に
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
関
わ
る
専
門
職
が
中
心
と
な
り
、

運
動
・
音
楽
・
鑑
賞
の
３
つ
の
分
野
に

分
け
て
自
己
選
択
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

研
修
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
比
較

的
自
立
度
の
高
い
方
を
対
象
と
し
た

も
の
が
多
く
、
特
養
で
は
取
り
入
れ

る
事
が
出
来
る
も
の
は
僅
か
で
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
を
始
め
て
数
ヶ
月

後
の
今
年
２
月
、
東
京
よ
り
玩
具
福

祉
学
会 

理
事
長
の
小
林
る
つ
子
先

生
を
お
招
き
し
、
玩
具
療
法
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
林
先
生
は

昨
年
当
法
人
の
福
田
理
事
長
が
大

会
長
を
務
め
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ

ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
の
集
い
in
高
知

２
０
１
２
」の
際
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
を
し
て
頂
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
今
回
あ
ざ
み
の
里
で
２
日
間
の

研
修
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
重
度
化

す
る
特
養
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
中
で
、
小
林

先
生
の
研
修
会
は
玩
具
療
法
を
取
り

入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
施
設
内
に
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
ず
数
え
る
程
し
か
な
か
っ
た
玩

　
　
玩
具
の
活
用
事
例

　
私
達
の
働
く
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ざ
み
の
里
は

　前号に引き続き、今期理事になられた小林るつ子様（メルマガ 2013/12 号にも掲載）が理事長をされて
いる『玩具福祉学会』の当会における活動事例をご紹介します。昨年、高知で行われた全国大会の大会長を
務められた福田理事の施設での事例を紹介させて頂きます。
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て
い
た
時
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に

女
の
子
の
人
形
を
抱
い
て
あ
や
し

た
り
、
鳴
き
声
を
あ
げ
る
犬
の
ぬ
い

ぐ
る
み
に
話
し
か
け
飼
っ
て
い
た
犬

を
可
愛
が
る
よ
う
に
頭
を
な
で
た
り

と
、
そ
の
方
の
お
家
で
過
ご
さ
れ
て

い
た
と
き
の
様
子
が
眼
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
お
喋
り
が
で
き
る
動
物
の

人
形
に
話
し
か
け
て
い
る
時
の
ご
様

子
は
、
職
員
や
ご
家
族
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
見
せ
て
く
だ

さ
る
表
情
と
は
ま
た
違
っ
た
表
情
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
平
成
18
年
よ
り
約

１
２
０
名
の
方
々
の
看
取
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は

自
立
度
が
比
較
的
高
く
意
思
疎
通
も

と
れ
る
方
に
対
し
て
玩
具
療
法
を
対

象
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
玩
具
療
法
を
通
し
て
人
生
の
最

期
ま
で
楽
し
み
を
持
っ
た
生
活
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
活
相
談

員
、
介
護
支
援
専
門
員
、
理
学
療
法

士
、
看
護
師
、
介
護
士
と
多
職
種
が

揃
っ
て
い
る
こ
と
を
強
み
に
、
様
々

な
身
体
機
能
・
認
知
レ
ベ
ル
の
方
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
遊
び

方
の
工
夫
を
し
、
今
後
も
研
修
等
に

参
加
し
特
養
で
の
玩
具
療
法
の
充
実

を
図
り
た
い
で
す
。

具
で
し
た
が
、
現
在
は
各
ユ
ニ
ッ
ト

で
選
ん
で
遊
べ
る
程
の
た
く
さ
ん
の

玩
具
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
状
や
身

体
機
能
レ
ベ
ル
に
よ
り
皆
さ
ん
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
で
話
し

合
い
な
が
ら
対
象
者
を
決
め
、
玩
具

も
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
職
員
が
お
も
ち
ゃ

屋
さ
ん
に
出
向
き
、
自
分
た
ち
で
実

際
に
触
り
、
そ
の
方
に
合
っ
た
玩
具

を
選
び
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
約
半
年
前
に
病
院
か
ら

あ
ざ
み
の
里
に
入
居
さ
れ
た
女
性
で

す
。
認
知
症
が
ほ
と
ん
ど
な
く
脳
梗

塞
後
遺
症
に
よ
る
言
語
障
害
の
た
め

思
う
よ
う
に
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が

出
来
な
い
た
め
か
、
他
者
と
の
交
流

も
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

ホ
ー
ル
へ
お
誘
い
す
る
も
の
の
居
室

か
ら
な
か
な
か
出
て
き
て
も
ら
え
な

か
っ
た
た
め
、
自
席
で
で
き
る
こ
と

に
着
目
し
て
玩
具
を
探
し
ま
し
た
。

ご
家
族
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
多

職
種
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
本

人
の
性
格
と
身
体
状
態
な
ど
を
考
慮

し
、
人
形
な
ど
で
遊
ぶ
よ
り
も
数
字

盤
や
パ
ズ
ル
な
ど
達
成
感
の
得
ら
れ

る
玩
具
を
選
び
ま
し
た
。

　
食
事
終
了
後
に
１
〜
１
０
０
ま
で

の
数
字
盤
を
用
意
し
、「
頭
の
体
操

が
て
ら
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
」と
お
誘
い
す
る
も
始
め
た
こ

ろ
は
表
情
も
険
し
く
、
早
く
終
わ
ら

せ
て
横
に
な
り
た
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
皆
さ
ん
が
テ
レ
ビ
を
見
た

り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
し
て
過
ご

さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ル
に
出
て
、
楽
し

み
を
持
っ
た
生
活
を
し
て
い
た
だ
け

た
ら
な
と
い
う
思
い
で
、
で
き
る
限

り
毎
朝
数
字
盤
を
用
意
し
お
誘
い
し

て
み
ま
し
た
。
起
き
て
く
る
の
で
す

ら
苦
痛
の
表
情
で
し
た
が
、
数
字
盤

を
用
意
す
る
と
「
今
日
は
な
い
か
と

思
い
よ
っ
た
け
ど
今
日
も
や
る
が
や

ね
。」と
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
言
わ

れ
た
り
、「
少
し
ず
つ
終
わ
る
時
間

が
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。」と
声

を
か
け
る
と
「
そ
う
か
ね
？　
よ
う

よ
う
や
り
ゆ
う
。」と
照
れ
た
よ
う
な

表
情
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
特
別
な
場
所

で
は
な
く
、
普
段
お
食
事
を
さ
れ
て

い
る
自
席
で
行
な
う
た
め
、
ユ
ニ
ッ

ト
の
職
員
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
な
り
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
に
声
を

か
け
る
と
き
は
心
気
的
な
訴
え
が
ほ

と
ん
ど
で
い
つ
も
険
し
い
表
情
で
し

た
が
、
表
情
も
和
や
か
に
な
り
職
員

と
の
会
話
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
午
前
の
離

床
時
間
は
数
字
盤
を
行
な
う
こ
と

で
、
離
床
し
て
い
る
時
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
に
も
な
り
、
き
っ
か
け
作

り
に
も
な
り
ま
し
た
。
離
床

時
間
が
増
え
た
こ
と
で
、
玩

具
療
法
だ
け
で
な
く
、
集
団

訓
練
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
移
動
ス
ー
パ
ー
で
の

買
い
物
の
参
加
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
等
、
入
居

者
様
に
と
っ
て
の
楽
し
み
が

広
が
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
子
育
て
を
し
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函
館
市
は
、
観
光
と
漁
業
の
町

で
そ
の
夜
景
は
世
界
三
大
夜
景
と

も
い
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ

の
一
方
、
平
成
16
年
に
近
隣
町
村

と
合
併
し
て
人
口
30
万
人
を
超
え

て
以
来
、
毎
年
３
０
０
０
人
近
く

が
減
少
し
平
成
25
年
６
月
現
在
の

人
口
は
約
27
万
５
０
０
０
人
で
高

齢
者
率
も
29
・
３
％
と
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
町
で
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
町
に
歯
科
医
院
を
開
業
し

て
29
年
に
な
り
ま
す
が
、
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
た
子
供
た
ち
が

親
に
な
っ
て
子
供
を
見
せ
に
来

た
り
、
同
年
代
の
方
が
お
孫
さ

ん
と
来
院
す
る
な
ど
町
の
歯
医

者
さ
ん
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ

る
一
方
で
、
元
気
だ
っ
た
方
が

不
幸
に
も
障
害
を
も
っ
て
通
院

で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
経
験

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

時
、
担
当
し
て
い
た
動
け
る
歯

科
医
師
が
伺
い
、
可
能
な
限
り

の
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅

で
提
供
す
る
こ
と
は
、
歯
科
医

療
に
携
わ
る
者
と
し
て
基
本
的

な
ス
タ
ン
ス
だ
と
考
え
歯
科
訪

問
診
療
に
今
ま
で
携
わ
っ
て
来

ま
し
た
。

　

ま
た
開
業
当
初
の
訪
問
診
療

で
は
義
歯
の
作
成
や
調
整
、
痛

み
に
対
す
る
処
置
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
今
で
は
口
腔
機
能

や
栄
養
な
ど
の
点
か
ら
﹁
食
べ

る
こ
と
の
障
害
﹂
に
目
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
エ
ン
ド
オ
ブ

ラ
イ
フ
ケ
ア
で
の
口
腔
ケ
ア
な

ど
、
歯
科
医
療
の
在
り
方
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
歯
科
医

師
１
名
、
歯
科
衛
生
士
３
名
、

歯
科
助
手
１
名
、
言
語
聴
覚
士

（
パ
ー
ト
）
１
名
で
、
訪
問
診
療

は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
に
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
７
月
の
訪
問

先
は
居
宅
15
名
、
ホ
ス
ピ
ス
病

棟
６
名
、
介
護
病
棟
５
名
、
そ

の
他
３
名
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
）
で
し
た
。
ま
た
訪
問
診

療
は
、
口
腔
ケ
ア
だ
け
が
必
要

な
患
者
さ
ん
に
は
歯
科
衛
生
士

２
名
で
、
治
療
も
必
要
な
患
者

さ
ん
に
は
私
と
歯
科
衛
生
士
１

名
で
、
さ
ら
に
初
め
て
訪
問
す

る
方
や
全
身
状
態
に
問
題
の
あ

る
方
、
処
置
内
容
に
よ
っ
て
は

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
８　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

　
「
光
銭
歯
科
医
院
」

光
銭
歯
科
医
院 

　
光
銭  

裕
二

Mail Magazine
　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 2013.8 ～ 10 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。
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多
職
種
連
携
を
目
指
し
て

歩
み
始
め
ま
し
た

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
の
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
私
は
北

海
道
北
見
市
で
歯
科
医
院
を
開
業

し
て
お
り
ま
す
、
松
浦
歯
科
医
院

の
松
浦
信
一
で
す
。
北
見
市
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
圏
で
人
口
12
万
の
中
堅

都
市
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

日
頃
歯
科
診
療
お
よ
び
訪
問
歯
科

診
療
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

　

訪
問
歯
科
診
療
の
臨
床
現
場
で

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
多
職

種
の
方
々
と
の
連
携
の
必
要
性
は

強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
元

の
中
で
少
し
ず
つ
仲
間
を
集
め
て

活
動
を
始
め
ま
し
た
（
Ｈ
22
～
北

見
口
腔
ケ
ア
研
究
会
）。
い
ろ
い
ろ

な
問
題
に
関
し
て
共
に
相
談
し
な

が
ら
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
特
に
リ
ハ
ビ
リ
の

ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
い
る
病
院

か
ら
活
動
の
制
約
を
受
け
た
の
で

す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
地
域
の
少

な
い
医
療
資
源
で
す
。
何
と
か
地

域
の
た
め
に
有
効
に
活
用
で
き
な

い
か
、
あ
れ
こ
れ
と
模
索
し
ま
し

た
。
各
地
に
は
多
職
種
と
上
手
に

連
携
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
存

在
す
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど

う
し
て
こ
の
地
域
は
う
ま
く
い
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

 
悩
ん
だ
日

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
背

中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
北
海
道
保

険
医
会
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
の
先
生

方
で
す
。
医
科
歯
科
合
併
し
て
い

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
９　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

　
「
松
浦
歯
科
医
院
」　

北
海
道
北
見
市
　
松
浦
歯
科
医
院 

院
長
　
松
浦  

信
一

る
同
会
の
特
に
医
科
側
の
先
生
方

か
ら
後
押
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
心
強
く
当

時
の
濱
津
和
雄
支
部
長
先
生
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
以
上
の
経
緯
を
経
て
、

北
海
道
保
険
医
会
オ
ホ
ー
ツ
ク
支

部
の
傘
下
と
し
て
各
団
体
に
こ
の

研
究
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
推
薦
し

て
い
た
だ
く
形
で
、
北
見
摂
食
嚥

下
ケ
ア
研
究
会
と
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
上
図
参
照
）

と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部

４
名
で
対
応
し
ま
す
。

　

最
近
歯
科
医
療
で
も
最
先
端
医

療
が
先
進
医
療
と
し
て
認
め
ら

れ
、
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
一
方
社
会
の
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
で
は
、
要
介
護
高

齢
者
の
方
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
歯
科
医
療
を
通
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
も
歯
科
の
大
き
な
役

割
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
私
た
ち

は
超
高
齢
化
社
会
の
最
前
線
医
療

に
向
き
合
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

光
銭
歯
科
医
院　

〒
０
４
１-

０
８
５
１

北
海
道
函
館
市
本
通
２-

31-

16 
T
EL

：
０
１
３
８-

５
６-

４
１
４
１

FA
X

：
０
１
３
８-

５
６-

４
１
５
４ 

E-m
ail

：vcnhkd@
titan.ocn.ne.jp

分
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

中
で
一
人
で
も
多
く
仲
間
を
作
り
、

情
報
を
共
有
化
し
、
一
緒
に
問
題

を
解
決
す
べ
き
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
は
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

方
を
見
習
い
な
が
ら
、
地
域
の
仲

間
と
協
働
し
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
浦
歯
科
医
院　

〒
０
９
０-

０
８
１
８　

北
海
道
北
見
市
本
町
２
丁
目
５-

２

T
EL

：
０
１
５
７-

６
１-

８
１
０
０　

FAX

：
０
１
５
７-

２
６-

４
４
２
３

E-m
ail

：shin-1@
ac.w
akw
ak.com

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
10　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

　
「
医
療
法
人
ゆ
う
の
森
」　

愛
媛
県
松
山
市
　
医
療
法
人
ゆ
う
の
森 

理
事
長
　
永
井  

康
徳

【
自
己
紹
介
】  

　

愛
媛
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
教
室

を
経
て
、
愛
媛
県
南
予
の
国
保
俵

津
診
療
所
に
て
僻
地
医
療
に
従
事

し
ま
し
た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
地
域
を
丸
ご
と
診
る
地
域
医

療
に
魅
せ
ら
れ
な
が
ら
、
在
宅
医

療
に
特
化
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
と
考
え
、
平
成
８
年

に
愛
媛
県
松
山
市
で
在
宅
専
門
の

た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し

ま
し
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
開
業
当
初
は
医
師
一
人
か
ら
始

め
ま
し
た
が
、
現
在
は
常
勤
医
師

８
人
体
制
で
情
報
の
共
有
を
行
い

な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
24
時
間
３
６
５
日
安

心
し
て
患
者
様
が
在
宅
療
養
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
時
に

必
要
な
だ
け
訪
問
で
き
る
体
制
を

医
療
従
事
者
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
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2013 年もあと少しになりました。

風邪などひかぬようお体に気を付けて下さい。

来年度も東京事務局一同より一層頑張ります。

会員の皆様も良いお年をお迎えください。

（東京事務局／犬童）

2013年12月15日発行（第024号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

AP東京　（八重洲通り）
東京都中央区京橋 1-10-7　
KPP 八重洲ビル 13階 Aルーム

平成 26年 1月 19日（日）

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
第 20回全国の集い in 岡山 2014プレ大会

主催／NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
申込み・お問合せ先／いらはら診療所　TEL 047-347-2231（浅沼・小池）

に
シ
ス
テ
ム
で
解
決
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

　

平
成
24
年
に
は
市
町
村
合
併
の

余
波
な
ど
の
影
響
で
廃
止
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
西
予
市
立
国
保

俵
津
診
療
所
を
市
か
ら
民
間
委
譲

し
て
、
運
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

松
山
市
の
在
宅
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
僻
地
診
療
所
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

を
利
用
し
た
多
職
種
・
多
地
点
の

全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
複
数
医
師

の
交
代
制
で
の
循
環
型
地
域
医
療
、

僻
地
で
も
あ
え
て
積
極
的
に
展
開

す
る
在
宅
医
療
、
院
外
調
剤
薬
局

の
活
用
な
ど
で
人
口
１
２
０
０
人

と
過
疎
化
の
進
む
僻
地
で
の
地
域

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
理
事
就
任
の
抱
負
】  

　

在
宅
医
療
は
こ
れ
ま
で
大
都
市

か
ら
普
及
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、

地
方
や
僻
地
で
は
、
地
域
医
療
の

疲
弊
と
相
ま
っ
て
、
多
く
の

地
域
が
在
宅
医
療
が
未
開
拓

の
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
都
市
で
起
こ
っ
て

く
る
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に

よ
り
、
高
齢
者
や
要
介
護
者

の
療
養
場
所
が
な
く
な
る
医

療
ク
ラ
イ
シ
ス
、
地
方
で
の

地
域
医
療
や
救
急
医
療
の
疲

弊
、
僻
地
の
無
医
地
区
化
、

被
災
地
の
医
療
復
興
な
ど
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

地
域
で
在
宅
医
療
が
鍵
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
死
社
会
を
迎
え
、
様
々
な
困

難
な
課
題
の
解
決
の
鍵
と
な
る
在

宅
医
療
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た

め
、
医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝

え
て
い
く
様
々
な
工
夫
が
必
要
だ

と
考
え
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
一
つ
一
つ
実
行
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
と
協

力
し
て
、
一
歩
で
も
前
に
進
ん
で

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
法
人 

ゆ
う
の
森  

た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

〒
７
９
１-

８
０
５
６

愛
媛
県
松
山
市
別
府
町
４
４
４-

１

T
EL

：
０
８
９-

９
１
１-

６
３
３
３

FA
X

：
０
８
９-

９
１
１-

６
３
３
４

E-m
ail

：popo@
tam
popo-clinic.com

会場

内容

日時

基調講演　13：10～ 14：10
　◉講師  田中　滋 氏（慶應義塾大学大学院　教授）
　　  （座長）  苛原　実 氏（医療法人社団実幸会理事長）
　    　演題   『地方包括ケアの目指すもの』（仮題）

シンポジウム　14：20～ 16：40
　　  テーマ『地域包括ケアの進め方』
　　●司会    畑　恒士 氏（医療法人あいち診療会理事長）

参加費
●会　員　無料
●非会員　3,000円
※会員⇨在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク会員
※定員100名になり次第、締め切らせていただきますので、
　お早めにお申込みください。


